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　12月27日（月）札幌市 自治労会館において、2011機構「保健福祉部機構」関係支部代表者会議が開催されました。支部からは、支部長（保健所分会）の池と福祉課分会の添田さんが参加してきました。2011年の機構も「職員数適正化計画」の“職場への押しつけ”という内容になっており、道立病院も含めて「削減ありき」の「部素案」が示されています。


　■福祉課の「査察指導員(保護係長) ▲１」については、全道庁への事前協議もないまま、「ケースワーカー7名につき１人とする。『端数切り上げ』を『端数四捨五入』」と配置基準を見直して1名削減するという提案で、業務量・職場実態は全く考えていないひどく悪質なものです。そもそも配分数方式で、削減がノルマ的に科せられていることから、提案の根拠など考えていられないというのが部の本音なのではないでしょうか。


　■道立病院関係では給食部門の委託拡大で「栄養士の削減」が提案されています。3年前に調理業務を全面委託しましたが、その検証作業もろくにせず、「民間のノウハウを生かして」とうそぶき委託拡大をしようとするものです。


　会議終了後には、保健福祉部との交渉が18時30分近くまで掛かって行われ、添田さんが査察指導員削減の撤回を求める職場発言を行ってきました。ご苦労様でした。
























































































































































２０１１年度　 第　１号


２０１１年１月４日（火）














第１回執行委員会を開催しました。参加は、５／９名で、かろうじて成立しました。当面する機構改革の取組や１年間の支部活動の方向性などについて確認してきました。


次回は、1月26日（山場）の前に行います。














　支部として独自で行った機構に係る署名について、みなさんの協力のおかげで、多くの組合員の署名を集約することができました。１２月２７日に行った保健福祉部との交渉の席上、評議会の方から提出してもらいました。











保健所機構に係る「子ども・保健推進課と生活衛生課」の「２課統合」について、１０月２７日開催の代表者会議の席上で多くの反対意見が出されました。


全道庁としては、① それぞれの課の扱う課題（性格）の違いや ② 獣医師の専門性を重視して提案されている２課統合については、白紙撤回を求める方向で進めることを確認しました。保健所課長の処遇改善の課題は、今後も当然求めていくことになりますが、今回の「部素案」で示された「２課統合による処遇改善」という考え方については反対という立場です。


支部としても今後は、全道庁の方針にそって各種取組を行うことにします。

















「201１当初予算闘争・2011機構改革のたたかい」につて、1月26日に早朝1時間ストライキを配置してたたかいを進めます。ストに係る出張・諸会議については拒否となりますので、日程を決める際など注意して下さい。








